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の
見逃しケース

なぜを解く!

東京医科歯科大学歯学部附属病院歯科総合診療部
礪波健一／則武加奈子／梅森 幸／新田 浩／小田 茂／荒木孝二［編著］

歯科診断
スキルアップ実践ガイド

落とし穴を回避して主訴の解決に導く手順とポイント
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大学病院5,129症例が教える  傾向と対策

初期診断（ビフォー）への対応では解決せず、追加の情報・所見収集をもとに考え、

ステップごとに紐解くことで確定診断（アフター）に至ったケースを供覧。

歯科医師に求められる実践的な診断スキルの習得・向上に役立つ入門書！
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インプラントスクリューの緩み

初期診断（ビフォー） 確定診断（アフター）

掲載ケースにおけるビフォー アフターの例

治らないのは理由がある！ 
ワ ケ

大学病院5,129症例が
教える 傾向と対策

「患歯は隣の歯だった」「痛みの原因が違っていた」etc…
初期診断(ビフォー)への対応では解決せず、追加の情報・
所見収集をもとに考え、ステップごとに紐解くことで確定
診断(アフター)に至ったケースを供覧。主訴・口腔内所見・
検査間に矛盾が生じる組み合わせについてケースを通じ
て学ぶことで、実践的な診断スキルの習得・向上に役立
つ、歯科医師必携の一冊！
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冊注文します。
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モリタ商品コード：208040758

●ご指定歯科商店

※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定歯科商店がない場合は送料をいただき、代金引換宅配便でお送り致します。

見逃しケースのなぜを解く! 歯科診断スキルアップ実践ガイド

“どうして見落としたか”“どこが落とし穴か”“見逃さないためには”
臨床現場で使える診断力アップのヒント満載！

主訴・口腔内所見・検査間に矛盾が生じた19ケースを取り上げ、具体的にどのような診察・検査が行われ、
最終的な正しい診断にたどり着いたか、その経過を臨床推論的にわかりやすく提示

初期診断をビフォー、確定診断をアフ
ターとして提示。前医等の診断と最終的
な診断でどう変わったかがわかる

タイトルは、来院した際の患者の訴えを
ベースに構成。どんな症状が、どれだけ
続いているかなど、具体的な特徴がわ
かるようになっている

Subjective symptomsは、健康調査
票や問診から得られた情報をピック
アップするとともに、医療者のコメント
を提示

画像所見に用いたエックス線
写真を提示することで、状態が
視覚的によくわかる

東京医科歯科大学歯学部
附属病院歯科総合診療部
5,129症例の健康調査票に
記載された来院理由の分析
から、出現頻度の高いキー
ワードの組み合わせを参考
に、ケース全体を４節に分類

Stepと考え方では問診から各種検査を経るごとに考
えられる診断名およびそのように考えた根拠を解説

患者プロファイルで、年齢・性別、主訴、歯科
や全身の既往等を提示

口腔内写真や各種検査結
果にあわせて、診断上のヒ
ント等を吹き出しで提供

Assesment &Planning
は確定診断名と、治療計画
やその後の対応を紹介

Tipsは、まとめとして本ケース
から得られる、実際の臨床に活
用できる教訓や注意事項など
を箇条書きで提示

検討過程における診断の変化
を、考えうる病名とともに、×
(除外・却下)、△(可能性は低い
がゼロではない)、○(可能性あ
り)、◎(確定)で表示。Stepごと
に、その変遷がひとめでわかる

Objective symptoms
は、肉眼的所見や各種
検査等で得られた所見
を、口腔内写真や検査
結果を交えて提示
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